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【S 評価】修正なしで掲載可能な原稿。受理して印刷工程に回す。

【A 評価】軽微な修正を経て掲載可能な原稿。受理した上で，投稿者には要修正箇所を示して最終的な

確認を求める。

【B 評価】採用の方向で進めるが，修正や再考を要する箇所が一定程度残され，編集会議での再度の審

議が必要な原稿。期限を定めて再投稿を求めるが，研究枠組みの再考や現地調査のやり直しなど

の過大な要求は行わない。

【C 評価】採用する方向で進めるが，修正や再考を要する箇所が相応にある原稿。比較的短期間で対応

可能なものについては，期限を定めて再投稿を求める。大幅な修正や再考が必要なものについて

は，期限を定めずに再投稿を求める。

【D 評価】不採用とするのが穏当な原稿。理由を付して投稿者に原稿を返却する。




